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学校番号 81 学 校 名 県立浜名高等学校 校 長 名 山崎 裕子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

生徒の主体的

な学習態度の

育成による学

力の向上 

各教科における単 

元の目標や評価基 

準等が明確だと答 

える生徒 85％以上。 

答えた 

 生 徒 80.3％ Ｂ 

単元の目標や評価基準等の説明

を行うように職員の共通理解を

図った。今後は、よりわかりやす

い形で生徒に伝わるような取組

をしていく。 

授業は分かりやす 

く、教え方に工夫が 

あると答える生徒 

85％以上。 

答えた 

 生 徒 83.8％ Ｂ 

多くの教員がＩＣＴ活用ととも

に教え方の工夫を行ってきた

が、わずかながら目標の達成と

ならなかった。 

今後もさらなる授業改善のため

の校内取組を行っていく。 

授業で端末を十分に 

活用していると答え 

る生徒 90％以上。 

答えた 

 生 徒 86.3％ Ｂ 

授業で端末を使うこと自体は生

徒全員が行うことができている

ので、効果的な活用の啓発をよ

り進めていきたい。 

到達度テストにお 

ける各教科の正解 

率 65％以上。 

１年生 

 国 語 64.3％ 

 数 学 72.9％ 

 英 語 71.8％ 

２年生 

 国 語 60.4％ 

 数 学 47.6％ 

 英 語 51.4％ 

Ｂ 

３教科の正答率は１年生 69.7％ 

２年生 53.2％であった。昨年度

が１年生 65.8％、２年生 51.4％

であり、成績の向上がうかがえ

る。今後も引き続き、主体的に学

習ができるようにしていく。 

大学入学共通テスト 

の各教科平均得点率 

50％以上。 

自己採点 

 国 語 55.4％ 

 数 学 46.2％ 

 英 語 52.8％ 

 地・公 55.9％ 

 理 科 46.8％ 

Ｂ 

共通テスト模試、冬季勉強会、食

前実践演習などを適切に行っ

た。新課程内容の入試の１年目

ということで、教科の難易度に

ばらつきがあり、目標達成に今

一歩であった。 

次年度は、新課程の問題研究を

深めていきたい。 

生徒の主体的

な進路決定意

識の育成によ

る進路実現 

自らの目標に向け 

て、努力と挑戦を継 

続していると答える 

生徒 85％以上。 

答えた 

 生 徒 81.8％ Ｂ 

多くの生徒が個々の目標達成の

ため積極的に努力しているの

で、その姿勢を後押しするとと

もに、さらに進めることで目標

達成に向けて努力していく。 

第３学年６月までに 

「未来創造企画書」 

が完成している生徒 

100％。 

完成した 

 生 徒 100％ Ａ 

進路課職員の指導の下、指導と

スケジュール管理をした結果、

全員が完成させることができ

た。 
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進路に関する情報提 

供・指導助言は適切 

であると答える生徒 

80％以上、保護者 

70％以上。 

答えた 

 生 徒 89.3％ 

 保護者 72.8％ 
Ａ 

本校職員だけでなく、外部講師

等も招いて適切な時期に適切な

情報が提供できるように注力し

た。進路課職員による SNS 校内

サイトを利用した研修会や体験

学習等の情報提供も昨年に引き

続き行っている。 

 

 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

イ 

探究的な学び

の組織的な検

討、及び具体

的な実践プロ

グラムの構築 

探究活動実践プログ 

ラムの策定。 

策定をすること

ができた。 Ａ 

探究室長を中心に策定すること

ができたので、次年度以降、内容

の改善や効果的な修正をしてい

く。 

課題発見力及び課題

解決能力を高めるこ

とができたと答える

生徒 85％以上。 

答えた 

 生 徒 83.4％ Ｂ 

あと僅かで達成であった。来年

度以降は、探究的な学びを学校

として強化していき、達成状況

の上昇に努める。 

ウ 

質の高い教育

活動の展開に

よる生徒の文

化に親しむ豊

かな心の育成 

学校行事、生徒会・

委員会活動及び部活

動等に主体的に取り

組んでいると答える

生徒・保護者 90％以

上。 

答えた 

 生 徒 94.9％ 

 保護者 94.0％ 

 

Ａ 

行事や部活動を中心に、様々な

活動で、生徒が主体的に取り組

む姿勢が見られた。今後も主体

的に取り組める環境を整え、質

の高い教育活動を推進したい。 

１か月に１冊以上本

を読む生徒の割合

70％以上。 

読む生徒 50.8％ Ⅽ 

１カ月に１冊以上の本を読む生

徒が半数を超えたところではあ

るが、その後の数字が伸びてこ

ない。選書やビブリオバトル等

を通した更なる啓発を行う。 

学校図書館の１人当

たりの年間貸出冊数

4.0以上。 

貸出冊数 3642冊 

3.4冊/人 

昨年度 

貸出冊数 3436冊 

3.2冊/人 

Ｂ 

昨年度よりも貸出ペースが多く

なっている。目標冊数には、まだ

及ばないが、年々、目標冊数に近

づいているため、今後も読書啓

発に係る試みを行う。 

全国・東海大会出場

６部活動以上。 
12部活動 Ａ 

運動部、文化部それぞれの部活

動の活躍が結果に結び付き、成

果をあげた。 

校外を対象に活動・

発表の場を設けてい

る部活動 100％。 

設けた 

 部活動 100％ Ａ 

全ての運動部が大会に参加し、

全ての文化部が浜名祭一般公開

を通して発表の場を設けた。文

化部半数以上はコンクール、発

表会等にも参加し、書道部、絵劇

部、ダンス部、写真部は地域行事

にも参加した。多くの部活動が

学校ＨＰで活動状況を発信し、

ＨＰ更新数に貢献した。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

エ 

社会情勢に適

合した生徒指

導と安全・安

心な教育環境

整備を通した

生徒の自己肯

定感、自律心

及び社会性の

育成 

挨拶を心掛けたり、

身だしなみに心を配

ったりするなど社会

のマナーを意識して

学校生活を送ってい

ると答える生徒及び

保護者 95％以上。 

答えた 

 生 徒 97.0％ 

 保護者 92.8％ 
Ａ 

挨拶、身だしなみなどの社会マ

ナーを意識して学校生活を行っ

ている生徒が多い。また、県高Ｐ

連等から善行賞として３件４人

が表彰を受けた。 

今後も当事者意識を持ち、マナ

ーやモラルの意識の向上をさせ

ていきたい。 

受診が必要な生徒の

治療率 85％以上。 
治療率 68.0％ Ｂ 

昨年度よりも治療率の上昇がみ

られる。特に、昨年度まで、受診

率が著しく低かった視力や耳鼻

科の受診率の向上が見られてい

る。 

学校保健委員会では生徒発表の

場を設定し、生徒の社会性育成

を図った。 

校内に自分の悩みや

不安を話す人や機

会・場所があると答

える生徒 80％以上。 

答えた 

 生 徒 82.6％ Ａ 

保健室で自身の悩みを吐露する

ことが多く、養護教諭および相

談室担当が傾聴に当たり、そこ

から教育相談担当が必要に応じ

てスクールカウンセリングに繋

げることができた。今後も、連携

した対応を継続したい。 

学校内外の整備・美

化は行き届いている

と答える生徒・保護

者 85％以上。 

答えた 

 生 徒 72.9％ 

 保護者 92.8％ 
Ｂ 

トイレ、流し場の清掃は保健委

員が定期的に点検し美化に努め

た。廊下、階段等の綿ほこりは取

り切ることができなかった。 

学校全体の美化に対する啓蒙に

努める。 

地震や暴風警報発令

時等の登校基準や行

動を把握していると

答える生徒・保護者

80％以上。 

答えた 

 生 徒 73.6％ 

 保護者 73.2％ 
Ｂ 

天候不良時の登校基準や行動等

を、絆ネットを利用して周知し

た。今年度は南海トラフ臨時情

報の発出があり、より明確な基

準等が求められたこともあっ

た。生徒の防災意識向上に向け

て更なる工夫をしていきたい。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

オ 

広報の充実及

び地域等での

取り組みを通

じた教育活動

の周知 

生徒目線を取り入れ

た「学校紹介動画」

の作成。 

生徒たち自身が

本校の特徴を捉

えた学校紹介動

画作成した。 

Ａ 

動画を生徒に作成させたこと

で、本校の楽しさが伝わる動画

作成された。動画は、体験入学や

中学校訪問時の学校紹介で使用

し、校内のデジタルサイネージ

で来校者向けに流した。 

ホームページの毎日

更新。 

更新数 275件 

   0.75件/日 

 

昨年度 

更新数 364件 

1.00件/日 

Ｂ 

今年度は、ＨＰのフォーマット

移行があり、新ＨＰの立ち上げ、

職員の更新方法の技術習熟に時

間がかかり、更新件数が減少し

た。 

職員のＨＰ更新技術の習熟を進

め、新ＨＰ内のコンテンツの充

実させていく。 

体験入学や広報誌等

が高校選びの参考に

なったと答える来校

者 95％以上。 

一日体験入学 

答えた 

 来校者 99.2％ 

公開授業 

答えた 

 来校者 83.0％ 

Ａ 

体験活動や公開授業に参加した

保護者、中学生に対し、本校の教

育活動や日頃の生徒の様子を伝

えることができ、理解を得るこ

とができた。 

校外を対象に活動・

発表の場を設けてい

る部活動 

100％。（再掲） 

設けた 

 部活動 100％ Ａ 

全ての運動部が大会に参加し、

全ての文化部が浜名祭一般公開

を通して発表の場を設けた。文

化部半数以上はコンクール、発

表会等にも参加し、複数の部活

が地域行事やイベントへの参加

もした。多くの部活動が学校Ｈ

Ｐで活動状況を発信し、ＨＰ更

新数に貢献した。 

カ 

教職員の組織

力向上と教育

活 動 の 合 理

化・効率化に

よる活力ある

運営体制の確

立 

令和７年度から実施

する教育課程改訂案

の策定。 

効果的な変更を

行うことができ

た。 
Ａ 

総合的な探究の時間を３学年通

して計画的に実施できるような

カリキュラムに変更をした。 

各分掌（事務部含む）

及び各学年による業

務改善・縮減１件以

上。 

９分掌中９分掌

が１件以上。 

 

３学年中全学年

が１件以上。 

Ａ 

全ての分掌、学年が業務改善・縮

減に係る取組を行うことができ

た。今後も、実効性がある取組を

続けていく。 

校務運営に具体的に

参画したと答える事

務職員 100％。 

答えた 100％ Ａ 

各種インフラの使用料金等が高

騰する中、事務職員の視点から

教育活動に大きな影響を与えな

い中での経費節減、業務改革を

促進した。今後も厳しい予算状

況が続くため、校務運営に積極

的に参加をする中で、教職員の

業務効率化、費用削減を促して

いく。 

 


